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はじめに

このマニュアルでは、N1 Service Provisioning Systemのインストールと構成について説明し
ます。また、N1 Service Provisioning Systemを使用して Linux RPMファイルをプロビジョニ
ングする方法についても説明します。

対象読者
このマニュアルは、 LinuxとN1 Service Provisioning Systemソフトウェアの統合を計画して
いるN1 Service Provisioning Systemソフトウェアのシステム管理者およびオペレータを対
象にしています。対象読者は、次の知識があることを前提とします。

� N1 Service Provisioning System製品
� 標準のUNIX ®およびMicrosoftWindowsコマンドとユーティリティー
� LinuxおよびRPMに関連する一般的な概念

お読みになる前に
まだN1 Service Provisioning Systemソフトウェアに精通していないユーザーは、次のマ
ニュアルをお読みください。

� 『SunN1 Service Provisioning System 5.2管理者ガイド』
� 『SunN1 Service Provisioning System 5.2オペレーションとプロビジョニングガイド』
� 『SunN1 Service Provisioning System 5.2リリースノート』

マニュアルの構成
第 1章では、Linuxプラグインの概要について説明します。

第 2章では、インストールと実行時の問題について説明します。

第 3章では、Linuxプラグインのインストールと構成方法について説明します。

第 4章では、Linux RPMファイルを取得して配備する方法と、 Linuxプラグイン固有のコ
ンポーネントタイプを特定する方法について説明します。
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マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、以下の追加情報を提供しています。

� マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
� サポート (http://jp.sun.com/support/)
� トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

はじめに
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machine_name# command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示してい
ます。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを指定
します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押します)。た
だし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは Control

キーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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Linuxプラグインの概要

この章では、N1 Service Provisioning Systemを使用した Linux RPMファイルと Linuxアプリ
ケーションのプロビジョニングに関する一般的な情報を説明します。この章では、次の
内容について説明します。

� 9ページの「Linuxプラグインの目的」
� 9ページの「Linuxプラグインに含まれるもの」
� 10ページの「Linuxプラグインを使用するための要件」

Linuxプラグインの目的
Linuxプラグインは、RPM (RedHat PackageManager)ファイルコンポーネントタイプをN1
Service Provisioning Systemソフトウェアに追加します。RPMファイルは、アプリケー
ションが必要とするすべての部分を含んでいます。RPMファイルコンポーネントタイプ
を作成することで、あとでこれらのコンポーネントを別の Linuxシステムに配備すること
ができます。つまり、RPMファイルに含まれるアプリケーションをこれらのシステムに
配備できます。

Linuxプラグインに含まれるもの
Linuxプラグインは、RPM fileコンポーネントを含みます。このコンポーネントタイプ
は、Linux RPMファイルを識別します。

1第 1 章
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Linuxプラグインを使用するための要件
Linux RPMファイルを配備する予定のホストは、次のリリースのいずれかを実行してい
る必要があります。

� RedHat Enterprise Linux 2.1Advanced Server
� RedHat Enterprise Linux 3.0Advanced Server (32および 64ビット)
� RedHat Enterprise Linux 4.0Advanced Server (32および 64ビット)

Linuxプラグインを使用するための要件
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Linuxプラグインのリリースノート

この章では、Linuxプラグインの最新情報、および既知の問題について説明します。

インストール上の問題
インストールに関する問題はありません。

実行時の問題
実行時に起きることが判明している問題はありません。

2第 2 章
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Linuxプラグインのインストールと構成

この章では、次の項目について説明します。

� 13ページの「Linuxプラグインの入手」
� 15ページの「N1 Service Provisioning Systemへの Linuxプラグインのインポート」
� 16ページの「環境に応じたソリューションのカスタマイズ」
� 16ページの「Linuxプラグインへのパッチの適用」

Linuxプラグインの入手
Linuxプラグインを入手する手順は 2段階に分かれます。はじめに Linuxプラグイン JAR
ファイルが含まれたパッケージファイルをシステムに追加する必要があります。そのあ
とに Linuxプラグイン JARファイルをインポートします。

Linuxプラグインは、N1 Service Provisioning Systemソフトウェアに対するプラグインとし
てパッケージ化されています。Linuxプラグイン用のプラグインファイルは、N1 Service
Provisioning System 5.2 DVDまたは SunDownload Centerから入手できます。

パッケージファイルをシステムに追加すると、 Linuxプラグインは 2種類の JARファイル
からインポートできます。状況に応じて、適切なファイルを選択してください。

� Linuxプラグインをはじめてインストールする場合は、com.sun.linux_2.0.jarファイ
ルを使用します。

� 旧バージョンの Linuxプラグインがすでにインポートされている場合は、
com.sun.linux_1.1_2.0.jarファイルを使用します。

1. JARファイルを含むファイルを追加します。
� 14ページの「Solarisへの Linuxプラグインの追加」
� 14ページの「Linuxへの Linuxプラグインの追加」
� 14ページの「Windowsへの Linuxプラグインの追加」

2. JARファイルをインポートします。- 15ページの「N1 Service Provisioning Systemへの
Linuxプラグインのインポート」

3第 3 章
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Solarisへの Linuxプラグインの追加
Linuxプラグインは、SUNWspslnxパッケージに含まれています。

� Solaris用の Linuxプラグインパッケージを追加する

端末ウィンドウで、スーパーユーザーになります。

プラグインパッケージを含むディレクトリに移動します。

次のコマンドを入力し、Returnキーを押します。

# pkgadd -d package_directory SUNWspslnx

スタンドアロン用 JARファイルは /opt/SUNWn1sps/plugins/com.sun.linux/ディレクトリ
にあります。アップグレード用 JARファイルは
/opt/SUNWn1sps/plugins/com.sun.linux/Upgradeディレクトリにあります。

Linuxへの Linuxプラグインの追加
Linuxプラグインは、sun-spslnx-2.0-1.noarch.rpmファイルに含まれています。

� Linux用の Linuxプラグインパッケージを追加する

端末ウィンドウで、スーパーユーザーになります。

sun-spslnx-2.0-1.noarch.rpm ファイルを含むディレクトリに移動します。

次のコマンドを入力し、Returnキーを押します。

# rpm -i package_directorysun-spslnx-2.0-1.noarch.rpm

スタンドアロン用 JARファイルは
/opt/sun/N1_Service_Provisioning_System/plugins/com.sun.linux ディレクトリにありま
す。アップグレード用 JARファイルは
/opt/sun/N1_Service_Provisioning_System/plugins/com.sun.linux/Upgrade ディレクトリ
にあります。

Windowsへの Linuxプラグインの追加
Linuxプラグインは sun-spslnx-2.0.msiMicrosoft Installer (MSI)パッケージファイルに含ま
れています。

1

2

3

1

2

3

Linuxプラグインの入手

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (Linux Plug-In 2.0) • 2006年 4月14



� Windows用の LinuxプラグインMSIファイルを追加する

linux.msiファイルを含むディレクトリに移動します。

sun-spslnx-2.0.msiファイルをダブルクリックします。

インストーラの GUIが起動されます。JARファイルは、c:\Program Files\N1 Service

Provisioning System\plugins\com.sun.linux ディレクトリにコピーされます。アップグ
レード用 JARファイルは c:\Program Files\N1 Service Provisioning

System\plugins\com.sun.linux\Upgrade ディレクトリにあります。

N1Service Provisioning Systemへの Linuxプラグインのイ
ンポート

ある特定のプラグインをN1 Service Provisioning System製品に認識させるには、そのプラ
グインをインポートする必要があります。プラグインをインポートするには、『SunN1
Service Provisioning System 5.2システム管理者ガイド』の第 5章「プラグインの管理」で詳
しく説明されている手順に従います。

� ブラウザインタフェースを使用して Linuxプラグ
インをインポートする
プラグインをインポートまたはアップグレードするには、『SunN1 Service Provisioning
System 5.2システム管理者ガイド』の第 5章「プラグインの管理」で詳しく説明されてい
る手順に従います。

ブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セクションで、
「Plug-ins」をクリックします。

「Plug-ins」ページの「Action」列で、「Import」をクリックします。

JARファイルの場所に移動します。

� Linuxプラグインをはじめてインポートする場合は、com.sun.linux_2.0.jarファイル
を選択します。

� 旧バージョンの Linuxプラグインがすでにインポートされている場合は、
com.sun.linux_1.1_2.0.jarファイルを選択します。

「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に終了すると、プラグインの詳細ページが開いて、そのプラグインが
提供するオブジェクトが表示されます。

1

2

1

2

3

4
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第 3章 • Linuxプラグインのインストールと構成 15



� CLIを使用して Linuxプラグインをインポートする
コマンド行を使用して、プラグインをインポートすることもできます。

CLIからプラグインファイルをインポートするには、次のように入力します。
% cr_cli -cmd plg.p.add -path plugin-filename -u username -p password

� Linuxプラグインをはじめてインポートする場合は、plugin-filenameは
com.sun.linux_2.0.jar になります。

� 旧バージョンの Linuxプラグインがすでにインポートされている場合は、
plugin-filenameは com.sun.linux_1.1_2.0.jarになります。

環境に応じたソリューションのカスタマイズ
/com/sun/linuxフォルダに対しては、アクセス許可は何も与えないでください。

Linuxプラグインへのパッチの適用
Linuxプラグインに適用可能なパッチは、SunSolve (http://sunsolve.sun.com)サイトを確
認します。パッチを適用するには、パッチの READMEファイルの手順に従います。

◗

環境に応じたソリューションのカスタマイズ

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (Linux Plug-In 2.0) • 2006年 4月16
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Linuxプラグインの使用法

この章では、Linuxプラグインの使用方法について説明します。この章では、次の内容に
ついて説明します。

� 17ページの「Linux RPMファイルの取得と配備」
� 19ページの「コンポーネントタイプ」

LinuxRPMファイルの取得と配備
エンタープライズにわたって Linuxアプリケーションを配備する場合、基本的に次のプロ
セスを含みます。

� 既存の場所にあるRPMファイルをコンポーネントに含める
� そのファイルを別の Linuxシステムに配備する

� LinuxRPMファイルを取得する
システム間にわたってファイルを配備する前に、このファイルをN1 Service Provisioning
Systemソフトウェアに認識させ、それをコンポーネントに含める必要があります。

N1 Service Provisioning Systemブラウザインタフェースのメインページで、「Create New
Component」をクリックします。

「Components」ページが現れます。

「Action」列の「Create link」をクリックします。

コンポーネントの名前を入力します。

コンポーネントタイプとして「com.sun.linux#RPM file」を選択します。

プラットフォームタイプが system#RedHat Linux - any version に変更されます。

4第 4 章
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(省略可能)そのコンポーネントのラベルと説明を入力します。

RPMファイルを取得するホストとパス名を選択します。

「Check In」をクリックします。

� LinuxRPMファイルを配備する
以下の説明に従って、コンポーネントを取得します。

N1 Service Provisioning Systemアプリケーションの「Components」セクションへ進みます。

配備するコンポーネントを選択します。

インストールプロシージャーの横にある「Action」列の「Run」をクリックします。

インストールプロシージャーを実行するための「plan details」ページが現れます。

ターゲットホストを選択します。

ターゲットホストは、配備するコンポーネントと一致するバージョンの Linuxオペレー
ティングシステムを実行している必要があります。

installPathコンポーネント変数として、RPMファイルをインストールするターゲットホ
ストの場所を指定します。installPath変数の値は、/optのような絶対パスを指定しない
限り、デフォルトのリモートエージェントディレクトリへの相対パスとして扱われま
す。

pkgNameコンポーネント変数として、RPMファイルに存在するパッケージ名を指定しま
す。

Linuxサーバーでは、次のコマンドでパッケージ名を出力します。
# rpm -qp path-of-rpm-file --qf ’%{NAME}’

注 –パッケージ名を指定しないか、間違った名前を入力すると、ファイルを配備できず、
エラーメッセージが表示されます。失敗した手順の stdoutメッセージは実際のパッケー
ジ名を表示するため、エラーメッセージを使用して pkgNameコンポーネント変数を決め
ることもできます。

「Run Plan」をクリックします。
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Linux RPMファイルの取得と配備

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (Linux Plug-In 2.0) • 2006年 4月18



� LinuxRPMファイルをアンインストールする
N1 Service Provisioning Systemアプリケーションの「Components」セクションへ進みます。

アンインストールするRPMのコンポーネントを選択します。

アンインストールプロシージャーの横にある「Action」列の「Run」をクリックします。

アンインストールプロシージャーを実行するための「PlanDetails Run」ページが現れま
す。

「Current Installation」フィールドで、RPMを削除するホストをクリックします。

「Run Selected Installations」をクリックします。

コンポーネントのアンインストールプランが表示されます。

「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

コンポーネントタイプ
RPM fileコンポーネントタイプは、 Linux RPMファイルコンポーネントを識別します。
このファイルタイプを使用するコンポーネントを作成した場合、コンポーネントはデ
フォルトインストールプロセスとデフォルトアンインストールプロセスを持ちます。
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コンポーネントタイプ
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